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【公表番号】特表2017-506104(P2017-506104A)
【公表日】平成29年3月2日(2017.3.2)
【年通号数】公開・登録公報2017-009
【出願番号】特願2016-551765(P2016-551765)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  17/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   17/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年12月21日(2017.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本発明の遠位末端縫合接合具形成用システムは、作動機構を有するハンドル、近位端か
らその遠位末端までの内腔を限定する外側軸を備える縫合接合具配置装置を含み、前記外
側軸の前記近位端が前記ハンドルに連結し、また前記外側軸が前記遠位末端に隣接する側
面の開口を含み、近位端からそれの遠位末端までの内腔を限定する中間軸、前記中間軸が
前記ハンドルの前記作動機構に連結する前記中間軸の前記近位端を備える前記外側軸の前
記内腔内に摺動自在に配置され、前記中間軸の前記内腔内に摺動自在に配置されるプッシ
ュロッド、前記プッシュロッドの前記近位端が前記ハンドルの前記作動機構に連結され、
スリーブ及び栓を備える縫合接合具、前記縫合接合具が前記縫合接合具配置装置で装着構
成状態にある場合、前記縫合接合具の前記スリーブが前記遠位末端に隣接する前記外側軸
の前記内腔内の前記中間軸の外面上に配置され、また前記縫合接合具の前記栓が前記スリ
ーブの近位に前記中間軸の前記内腔内に摺動自在に配置されることを特徴とする。
【請求項２】
　前記作動機構は、前記栓が前記スリーブ内に縦方向に配置されるまで、前記中間軸に対
する前記プッシュロッドの遠位前進が前記中間軸の前記内腔内への前記栓の摺動を可能に
する、請求項１記載の前記システム。
【請求項３】
　前記作動機構は、前記スリーブが前記栓上に解放するように、前記プッシュロッドに対
する前記中間軸の近位後退が前記中間スリーブの前記外面との接触から前記スリーブの解
放を可能にする、請求項２記載の前記システム。
【請求項４】
　前記作動機構は、前記中間軸が静止状態に保持されている間、前記中間軸に対する前記
プッシュロッドの遠位前進を可能にし、また前記作動機構は、前記プッシュロッドが静止
状態に保持されている間、前記プッシュロッドに対する前記中間軸の近位後退を可能にす
る、請求項３記載の前記システム。
【請求項５】
　前記作動機構は、最初の連結器を介して、前記プッシュロッドの前記近位端を係合する
ように構成された近位端で最初のノブを、また第２番目の連結器を介して、前記中間軸の
前記近位端を係合するように構成された遠位末端で少なくとも第２番目のノブを有するス
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ライダーを含む、請求項４記載の前記システム。
【請求項６】
　前記外側軸の前記遠位末端は、血管壁の外面で終端となるように構成される、請求項１
記載の前記システム。
【請求項７】
　最外側軸は前記外側軸を覆い回転自在に配置され、前記外側軸の前記側面の開口に近接
して配置された遠位末端を有し、この場合、前記最外側軸の前記遠位末端が少なくとも一
つの縫合部分に役立つ操作可能な切断面を含む、請求項１記載の前記システム。
【請求項８】
　前記最外側軸の近位端は、前記外側軸に対して前記最外側軸を回転するための輪を含む
、請求項７記載の前記システム
【請求項９】
　前記スリーブがシリコーンから形成される、請求項１記載の前記システム。
【請求項１０】
　前記栓がコラーゲンから形成される、請求項９記載の前記システム。
【請求項１１】
　本発明の遠位末端縫合接合具形成用システムは、作動機構を有するハンドル、近位端か
らそれの遠位末端までの内腔を限定する外側軸を備える縫合接合具配置装置を含み、前記
外側軸の前記近位端が前記ハンドルに連結し、また前記外側軸がそれの前記遠位末端に隣
接する側面の開口を含み、血管壁の外面で終端となるように構成された前記外側軸の前記
近位端、近位端からされの遠位末端までの内腔を限定する中間軸、前記中間軸が前記ハン
ドルの前記作動機構に連結する前記中間軸の前記近位端を備える前記外側軸の前記内腔内
に摺動自在に配置され、前記中間軸の近位後退を構成する前記作動機構、前記中間軸の前
記内腔内に摺動自在に配置されるプッシュロッド、前記プッシュロッドの前記近位端が前
記ハンドルの前記作動機構に連結され、前記プッシュロッドの遠位への前進を構成する前
記作動機構、弾性物質で形成されたスリーブ及び栓を備える縫合接合具、前記縫合接合具
が前記縫合接合具配置装置で装着構成状態にある場合、前記縫合接合具の前記スリーブが
前記遠位に隣接する前記外側軸の前記内腔内の前記中間軸の外面上に配置され、また前記
縫合接合具の前記栓が前記スリーブの近位に前記中間軸の前記内腔内に摺動自在に配置さ
れ、また前記プッシュロッドの遠位への前進が前記栓を動かし、前記スリーブ内に前記栓
を縦方向に配置させ、また前記中間軸の近位後退により、前記スリーブが前記栓上に解放
することを特徴とする。
【請求項１２】
　前記縫合接合具配置装置は、前記外側軸の前記側面の開口に近接して配置された遠位末
端を有し、前記外側軸にわたって回転自在に配置された最外側軸をさらに含み、前記最外
側軸の遠位末端が少なくとも一つの縫合部分を切断するため操作可能な切断面を含む、請
求項１１記載の前記システム。
【請求項１３】
　前記最外側軸の近位端は、前記外側軸に対して前記最外側軸を回転するため輪を含む、
請求項１２記載の前記システム。
【請求項１４】
　前記スリーブは、シリコーンから形成され、また前記栓はコラーゲンから形成される、
請求項１１記載の前記システム。
【請求項１５】
　前記作動機構は、最初の連結器を介して、前記プッシュロッドの前記遠位末端を係合す
るように構成された近位端で最初のノブを、また第２番目の連結器を介して、前記中間軸
の前記近位端を係合するように構成された遠位末端で第２番目のノブを有するスライダー
を含む、請求項１１記載の前記システム。
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